
男子バスケットボール部 

～ 不可能を可能にする唯一の手段は努力である ～ 

更新情報 

・１１月１２日 新人大会等の結果を更新しました。 

・８月２２日  金沢地区交歓会の結果を更新しました。 

・７月２６日  近況を更新しました。 

・６月６日   総体結果の更新をしました。 

活動概況 

１年生１３名、２年生５名、マネージャー３名の計２１名で、県ベスト８を

目標に日々活動しています。 

バスケットボールの技術を身につけるともに、礼儀や態度、身だしなみ、コ

ミュニケーションなどを徹底することで、社会に出ても通用する人間に成長す

ることに重きをおいています。 

 また、年に数回の合宿や新潟や富山へ遠征を行っています。 

 日々努力を惜しまず、練習していきます。ぜひ応援お願いします！ 

大会結果  

平成２８年度 

・張江杯予選   １回戦 対 金沢辰巳丘 ６１ － ５３ 

         ２回戦 対 金沢泉丘  ４１ － ８２ 

・県総体     １回戦 対 小松市立  ５１ － ７５ 

・金沢地区交歓会 １回戦 対 金沢高専  ７７ － ６６ 

         ２回戦 対 金沢二水  ２８ － １１５ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



１１月２０日 リユースカップ 

・エキシビジョンマッチ 対 県工クラブ ７６－８４ 

いつもお世話になっている社会人チーム reYouth の主催する大会。 

前半、伏見のシュートがよく入り、フィールドゴールを５０％以上の確率で決

め、リードして終了。これまでにないよい入り方ができた。しかし、後半さす

が試合巧者の大人たちに冷静にゲームをコントロールされ、やりたいことをさ

せてもらえず、惜しくも逆転負けを喫してしまった。 

 

 

 

１１月１２日 県新人大会 

・１回戦 対 羽咋工業 ５３－１０４ 

 序盤から相手のシュートがよく決まり、逆にこちらはシュートセレクション

が悪く、さらに相手の速攻も決まり大きく離されてしまった。２クォーターで

善戦し、少し盛り返すが、なかなか思うように点が取れず、終わってみればダ

ブルスコアでの敗退という厳しい結果となった。体格もそれほど変わらない相

手だったので、走力、スタミナ、技術、メンタルなどバスケットボールの質を

高めて、ぜひリベンジしたい。 

 

 

 

 

 

 

 

 



８月１１日、２０日 金沢地区交歓会 

・１回戦 対 金沢高専 ７７－６６ 

 新チームになってから最初の公式戦であった。最初は緊張や相手のゾーンプ

レスからのゾーンディフェンスを崩せず、なかなか自分たちの思うプレーがで

きなかったが、徐々に１対１やシュートで違いを見せ、３年生のいる相手に競

り勝つことができた。 

・２回戦 対 金沢二水 ２８－１１５ 

 強豪金沢二水との対戦。序盤から主導権を握られ、好きなようにバスケット

をさせてもらえなかった。オフェンスは単調になり、終わり方が悪く、ディフ

ェンスは簡単にレイアップシュートを入れられてしまうなど、格の違いを見せ

つけられてしまった。 

目標とするベスト８に今の時点では全く届かないが、日々の努力の積み重ね

で壁を越えていきたい。 

 

 

７月１８日 北龍杯 

 いつもお世話になっている社会人チーム reYouth の主催する大会に参加さ

せていただきました。新チームになってすぐのゲームでしたが、接戦をものに

したゲームもあれば、大きく点差を開けられたゲームもあり、多くの課題を見

つけることができました。 

第１試合 対 Shift     ７２ － ６５ 

第２試合 対 北陸電話工事 ５６ － ９３ 



６月２日 県総体結果  

１回戦 対 小松市立 ５１対７５ 

 

 選手はよく集中し、試合は好調なスタート。相手のミスもあり、第１ピリオ

ド５点ビハインド、第２ピリオドも５点ビハインド。地力で勝る相手に対し、

何とか喰らいつく。 

 第３ピリオド、うちのディフェンスにも慣れ始め、次々と得点を決められる。

第４ピリオドは３年生中心によく声を出し、選手も３年生は全員出場を果たし、

最後の最後まで気迫のこもったプレーをした。 

 選手たちは悔しい顔も見せつつも晴れやかな、すっきりとした顔を見せてく

れました。きっとこの先の人生もこのやり切った経験で頑張ってくれることで

しょう。本当に３年間よく成長してくれました。選手たちお疲れさまでした！ 

 

 


